
進路指導論(キャリア教育を含む。)
Career Guidance Theory330432118 前田治 専門 2 必修 3後期

科目の概要
　中学校での進路指導主事・市進路指導部長の実務経験を有している。それらを生かしこどもの生活学科の目標である「よき教育者の育成」、DP①
②を受け、進路指導の理論や在り方についての講義・演習等を行う。進路指導は、子どもが将来の進路を選択し、その後の生活に適応するために、
長期展望に立った人間形成を目指すものである。そして、それらを包含するキャリア教育は、学校と社会の接続を意識し、社会的・職業的自立に向
けて必要な基盤となる資質・能力を育むことを目的としている。ここでは、進路指導・キャリア教育に必要な視点を獲得し、それらを活用し、より
よいキャリア教育（生き方指導）の在り方を探究する。尚、この科目は、後に履修する教育実習の基盤となる科目である。

学修内容 到達目標

① 進路指導・キャリア教育に必要な視点や意義を理解す
る。
② ①で学んだことを基盤に、進路導・キャリア教育の考
え方を理解し、生き方を考えるカリキュラムをマネジメン
トする。
③ 子どもが抱える進路・キャリア教育上の課題解決に向
け、これまで学んだことを活用し生き方を指導するカリ
キュラムを発表する。

① 進路指導（キャリア教育）に必要な視点や意義を学
び、様々な事例からその必要性を説明できる。
② ①を基に、適応能力・選択能力（ガイダンス機能）を
意識して、生き方のカリキュラムを探究し、マネジメント
することができる。
③ ①②を基に、課題解決として進路・キャリア教育上の
課題解決に向け、これまで学んだことを活用し生き方を指
導するカリキュラムをを発表することができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 教職を目指し、進路指導・キャリア教育を進めるうえで必要なことについて、図書館など
の文献を活用し、自己学修することができる。

働きかけ力

実行力 教職に就くという目標や、出題された課題に向かって、くじけずやり切ることができる。

考え抜
く力

課題発見力 教職を目指し進路指導・キャリア教育を進めるうえでの課題について、客観的に整理し、
見極めることができる。

計画力

創造力 教職を目指し、進路指導・キャリア教育を進めるにあたり、よりよい在り方を様々な立場
から考え、カリキュラムを作成することができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

教職を目指し、進路指導・キャリア教育を進めるにあたり、こどもに分かりやすく伝えるために必
要な「留意点を的確な文章で伝えたり、パワーポイントで発表したりすること」ができる。

教職を目指し進路指導・キャリア教育を進めるうえでも必要な「他（こどもも含む）の意
見を受け止めつつ自分の意見を言うこと」ができる。

教職を目指すにあたり必要な「こどもに最低限守らせるべきルール・マナー」について、
理解するとともに、自らも厳守することができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：使用しません。随時、ワークシートを配布
オープンエデュケーション：（文部科学省）「学校におけるキャリア教育の在り方1 総論編前編」https://youtu.be/-
_XPYKtW4Iw
参考文献：文部科学省「中学校キャリア教育の手引き（Ｈ23文科省）」

他科目との関連、資格との関連

進路指導論は、教育の基礎的理解の科目の一部であり、教育実習指導・教育実習の基盤と科目である。
　・他科目との関連：幼稚園・小学校教諭一種免許状の取得に関連する科目
　・資格との関連：幼稚園・小学校教諭一種免許

学修上の助言 受講生とのルール

・絶対に教職に就くという強い意志をもち続け、学修した
ことを学校現場で絶対に生かすという決意で学びをしてほ
しい。

① 遅刻２回を欠席１回に換算する。
② 授業開始から30分以降は欠席とする。
③ 授業中に私語が著しい場合は退席、欠席扱いとする。
④ 教員が許可する以外授業中の携帯使用禁止とする。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

進路指導・キャリア教育の意義・原理等について、小テス
トで30点以上とれる。
・子供のことを想定した生き方の提案を作成することがで
きる。
・ねらいが明確な分かりやすい提案発表をすることができ
る。
（小テストで36点かつ上記A基準を上回る内容であればSと
する）

・進路指導・キャリア教育の意義・原理等について、小テ
ストで24点以上とれる。
・生き方（または、個性を生かす授業）の提案を作成する
ことができる。
・分かりやすい提案発表をすることができる。
※レベルBを満たしていない発表・レポート（作品）、又
は提出遅れはレベルCと判断する。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

40

・進路指導・キャリア教育の意義や原理、主な内容、関連用語等を
理解できる。（第1～6週で扱った内容から、語句の穴埋めや用語の
説明について、出題する。特に、進路指導・キャリア教育のねらい
は頭に入れてくること）40点満点。小テストはGoogleクラスルーム
formsで行う。

②

③小テスト

①

25

期日までに、進路指導・キャリア教育の意義を考え、子供のための
生き方（または、個性を生かす授業）の提案を提出できる。（Ａ４
サイズ１枚）25点ＡＢＣ３段階評価（25点・20点・15点）。スライ
ドでGoogleクラスルームに提出する。

② ✓

③レポート

①

25

・進路指導・キャリア教育の意義を考え、子供のための生き方（ま
たは、個性を生かす授業）の提案を基に発表することができる。
（表現の仕方・説明の分かりやすさ・独自性を評価する）25点ＡＢ
Ｃ３段階評価（25点・20点・15点）。

②

③ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）ワークシートの内容に加え、文献を使って自己学修をすることができ
る。
（実行力）生き方の提案に積極的に取り組むことができる。
（課題発見力）生き方の提案課題を発見し、修正することができる。
（創造力）よりよい生き方の提案のために、様々な面から検討することができる。
（発信力）子どもを想定し、生き方の提案で分かりやすく説明することができる。
（傾聴力）・質疑応答では、提案を聞き取ったうえで、自分の意見を述べることが
できる。
（規律性）・教職を目指すにあたり、子どもにルールを守らせる前に、自分自身に
厳しくルールを課すことができる。

② ✓

③ ✓
社会人基礎力
（学修態度）



・進路指導・キャリア教育の意義・原理等について、小テ
ストで24点以上とれる。
・生き方（または、個性を生かす授業）の提案を作成する
ことができる。
・分かりやすい提案発表をすることができる。
※レベルBを満たしていない発表・レポート（作品）、又
は提出遅れはレベルCと判断する。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

・オリエンテーション
　授業概要・授業のルー
ル・評価方法を理解する。
・進路指導・キャリア教育
の位置付け
学習指導要領に示された進
路指導・キャリア教育の位
置づけ、意義・原理・主な
内容・関連用語等を理解す
る。

講義
アンケート「これまでに受
けてきた進路指導・キャリ
ア教育」を行う。
ワークシート（ドキュメン
トでGoogleクラスルームに
提出する。以下同じ）
学級経営との関連や、各教
科との関連についても理解
する。

進路指導・キャリア教
育の位置づけ、意義・
原理・主な内容等につ
いて、説明できるよう
に、整理しワークシー
ト(ドキュメント）に
記述できる。

（予習）シラバスを読
んでくる
（復習）ワークシート
(ドキュメント）の内
容を復習しておく。講
義ノートに本週のポイ
ントをまとめておく。

180 主体性

2

・キャリア教育推進の
背景
　 キャリア教育が必
要となった背景と課題
を理解する。

講義
ワークシート(ドキュ
メント）

キャリア教育が必要と
なった背景と課題を整
理しワークシートに記
述できる。

（予習）ワークシート
(ドキュメント）の課
題を考えてくる
（復習）ワークシート
(ドキュメント）の内
容を復習しておく。講
義ノートに本週のポイ
ントをまとめておく。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

・小中学校のキャリア
教育
　小学校におけるキャ
リア教育を概観し、理
解することができる。

講義
ワークシート(ドキュ
メント）

小中学校におけるキャ
リア教育を整理しワー
クシートに記述でき
る。

（予習）ワークシート
(ドキュメント）の課
題を考えてくる
（復習）ワークシート
(ドキュメント）の内
容を復習しておく。講
義ノートに本週のポイ
ントをまとめておく。

180 主体性

4

・ガイダンスの機能
（選択・適応能力）を
生かして行うキャリア
教育
ガイダンスの機能を生
かした進路指導・キャ
リア教育の意義と留意
点を理解する。

講義(ドキュメント）
ワークシート

ガイダンスの機能を生
かした進路指導・キャ
リア教育の意義と留意
点を整理しワークシー
ト(ドキュメント）に
記述できる。

（予習）ワークシート
(ドキュメント）の課題
を考えてくる
（復習）ワークシート
(ドキュメント）の内容
を復習しておく。講義
ノートに本週のポイン
トをまとめておく（主
体性）。

180 主体性
実行力

5

・学校の教育活動全体
で行うキャリア教育
　 学校全体のカリ
キュラムと学年の発達
段階に応じたキャリア
教育の在り方を理解す
る。

講義
ワークシート(ドキュ
メント）

学年の発達段階に応じ
たキャリア教育の在り
方を整理しワークシー
ト(ドキュメント）に
記述できる。

（予習）ワークシート
(ドキュメント）の課
題を考えてくる
（復習）ワークシート
(ドキュメント）の内
容を復習しておく。講
義ノートに本週のポイ
ントをまとめておく。

180 主体性

6

・進路指導とキャリア
教育における家庭や関
係諸機関との連携
主に中学校における高
校等との連携の在り方
を理解する。

講義
ワークシート(ドキュ
メント）

高校等との連携に必要
なことを整理しワーク
シート(ドキュメン
ト）に記述できる。

（予習）ワークシート
(ドキュメント）の課
題を考えてくる（復
習）小テストに向けて
これまでのワークシー
ト(ドキュメント）の
内容と講義ノートの内
容を復習しておく

180

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
発信力
傾聴力
規律性

7

・ここまでの学修のま
とめ
　これまでの学修を振
り返る。小テストを行
う。

小テスト。小テストは
Googleクラスルーム
formsで行う。（1～6週
の内容）
講義
ワークシート(ドキュメ
ント）
確認テストのフィード
バック

小テストに参加し、5
点以上とれる。（語句
の説明等1週から6週の
内容が理解できている
かを確認する。進路指
導・キャリア教育の目
標は頭に入れてくるこ
と）

（予習）ワークシート
(ドキュメント）の課題
を考えてくる
（復習）ワークシー(ド
キュメント）トの内容
を復習しておく。講義
ノートに本週のポイン
トをまとめておく。

180 主体性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

・進路指導・キャリア教育
と評価
　自己評価の意義を理解
し、ポートフォリオの活用
の仕方を理解する。
・職場体験の意義と方法
　職場体験をカリキュラム
の中での位置付けを考え、
その意義と方法を考える。

講義
ワークシート(ドキュ
メント）
DVD視聴（13歳のハ
ローワーク）

・ポートフォリオについて
理解し、進路指導・キャリ
ア教育における自己評価の
意義と留意点を整理しワー
クシート(ドキュメント）
に記述できる。
・職場体験に必要なことを
整理しワークシート(ド
キュメント）に記述でき
る。

（予習）ワークシート(ドキュメ
ント）の課題を考えてくる。
オープンエデュケーション：
（文部科学省）「学校における
キャリア教育の在り方1 総論編
前編」https://youtu.be/-
_XPYKtW4Iを視聴してくる。
（復習）ワークシート(ドキュメ
ント）の内容を復習しておく。
講義ノートに本週のポイントを
まとめておく。

180

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

・キャリアカウンセリ
ングの在り方
　ニート・転職を例
に、よりよいキャリア
カウンセリングの在り
方を理解する。

グループ討議
講義
ワークシート(ドキュ
メント）
DVD視聴（13歳のハ
ローワーク）前回の続
きから

キャリアカウンセリン
グに必要なことを整理
しワークシート(ド
キュメント）に記述で
きる。

（予習）ワークシート
(ドキュメント）の課
題を考えてくる
（復習）ワークシート
(ドキュメント）の内
容を復習しておく。講
義ノートに本週のポイ
ントをまとめておく。

180 主体性

10

・進路指導・キャリア
教育と子ども理解
　子ども理解に基づく
キャリア教育のよりよ
い在り方を知る。

・DVD教材（プロジェクト
X）の視聴
・グループ討議
自分の考えを分かりやすく
相手に伝える（発信力）。
子どもをより理解するには
どうすべきかをグループに
て討議し、自分の考えをレ
ポート（ドキュメント）に
まとめる。

自分の考えをレポート
（ドキュメント）にま
とめ、期日までに提出
できる。

（予習）ワークシート
（ドキュメント）の課
題を考えてくる
（復習）レポート（ド
キュメント）を完成さ
せる。

180 主体性

11

・「中学生に生き方を伝えるカリ
キュラム（または、個性を生かす授
業案）」作成の実際。年間指導計画
に基づいたカリキュラムの書き方と
留意点を理解する。
・提案する「中学生に生き方を伝え
るカリキュラム（または、個性を生
かす授業案）」について
子どもの実態を踏まえ（情況把握
力）、提案に向けたカリキュラムを
作成する。

講義
ワークシート（ドキュ
メント）
カリキュラムを作成す
る（スライド）

「中学生に生き方を伝
えるカリキュラム（ま
たは、個性を生かす授
業案）」の書き方と留
意点を整理しスライド
を作成できる。

（予習）「中学生に生
き方を伝えるカリキュ
ラム（または、個性を
生かす授業）」を考え
てくる
（復習）聞き手に分か
りやすい発表に向けて
準備をしておく。

180

課題発
見力
発信力
傾聴力

12

・中学生の生き方の一例と
して、日本人学校元副校長
（加藤初男氏）の話を聞
く・提案する「中学生に生
き方を伝えるカリキュラム
（または、個性を生かす授
業案）」の作成
子どもの実態を踏まえ（情
況把握力）、提案に向けた
カリキュラムを作成する。

講義
ワークシート（ドキュ
メント）
カリキュラムを作成す
る（スライド）

「中学生に生き方を伝
えるカリキュラム（ま
たは、個性を生かす授
業案）」の書き方と留
意点を整理しスライド
を作成できる。

（予習）聞き手に分か
りやすい発表に向けて
準備をしておく。
（復習）スライドの課
題を考えてくる。 180 主体性

創造力

13

・「中学生に生き方を
伝えるカリキュラム
（または、個性を生か
す授業案）」の提案発
表１Ⅰ
ICTを活用し、カリ
キュラムを発表し、そ
の発表を振り返る。

・発表と質疑応答（教
員と学生が双方向に意
見を言う）
分かりやすく発表す
る。（発信力）
発表をよく聞きとり、
的確な質疑応答を行う
（傾聴力）。

発表と振り返りを行う
ことができる。

（予習）聞き手に分か
りやすい発表に向けて
準備をしておく。
（復習）スライドの課
題を考えてくる。 180 主体性

創造力

14

・「中学生に生き方を
伝えるカリキュラム
（または、個性を生か
す授業案）」の提案発
表２Ⅰ
ICTを活用し、カリ
キュラムを発表し、そ
の発表を振り返る。

発表と質疑応答（教員
と学生が双方向に意見
を言う）
分かりやすく発表す
る。（発信力）
発表をよく聞きとり、
的確な質疑応答を行う
（傾聴力）。

発表と振り返りを行う
ことができる。

（予習）聞き手に分か
りやすい発表に向けて
準備をしておく。
（復習）スライドの課
題を考えてくる。 180

主体性
実行力
計画力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

・「中学生に生き方を伝えるカ
リキュラム（または、個性を生
かす授業案）」の提案発表３
ICTを活用し、カリキュラムを発
表し、その発表を振り返る。
・学修のまとめ
学修のまとめとして、進路指
導・キャリア教育の意義を踏ま
えて感想をレポート「学修を終
えて」にまとめる。

・発表と質疑応答（教員と学
生が双方向に意見を言う）
分かりやすく発表する。（発
信力）
発表をよく聞きとり、的確な
質疑応答を行う（傾聴力）。
・レポート(ドキュメント）
教職に就きたいという思いを
表現する
（実行力）。

発表と振り返りを行う
ことができる。
本時間内に最終レポー
ト(ドキュメント）を
提出できる。

（予習）聞き手に分か
りやすい発表に向けて
準備をしておく。
（復習）これまでに学
修してきたことを復習
しておく。

180
実行力
発信力
傾聴力


